
     

 

 

 

 

10／26(土)令和最初の文化祭，テーマは宇宙！何が印象に残りましたか？！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室からこんにちは 

 宇都宮市立清原中学校 
 

令和元年１１月１５日 

No.８ 文責：塩谷勇直

す 

３年６組 島田 高聖 さん 

少年の主張発表河宇地区大会  

「介護と人の尊さ」 

 僕の祖父は，言葉でなく行

動で示す人でした。そんな祖

父の老いていく姿を見るの

はとても辛かったですが，最

後まで生き抜くことの大切

さを行動で教えてくれたの

だと思います。 

           

３年３組 江口 陽菜 さん   

英語スピーチコンテスト宇河地区大会 

「We humans take hands with AI!」 

      限られた時間の中で自分ら

しいスピーチを完成させるこ

とは大変でしたが，悔いなく，

全力を出し切ることができま

した。支えてくださった先生方

や両親，友人に心から感謝して

います。  

 

 

 

～談：文化祭実行委員長 坂本 はな さん～ 委員長になろうと思った動機は，病気の自分でも「何

でもやれる。」と挑戦したかったことと，これまで以上に盛り上がる文化祭にしたかったことです。やると

決めた委員長でしたが，途中の準備などでは，自分がクラスの合唱をまとめる立場にあったり，自分の進路

に迷いが出ている時期と重なったりと，委員長の責任感と自分の中途半端な心理状態のため，ストレスやプ

レッシャーで体調を崩すこともありました。しかし，実行委員のみんなの支えがあって，最後まであきらめ

ずに頑張ることができました。文化祭当日，有志団体の舞台発表などをみんなの力で盛り上げてくれたこと

で，自分も一緒に盛り上がれて最高の気持ちでした。帰りの会後，生徒会の先生から「坂本さんに委員長を

任せて本当によかった。」と言ってもらえた時が「委員長になってよかった。」と心から思えた瞬間でした。 

  

あっぱれ，宇河地区二大発表会で最優秀賞！ 



 

 

 1 年生は，１１月４日（月）から６日（水）の２泊３日で，宇都宮市冒険活動センターにおい

て冒険活動教室を実施しました。学年テーマ「困難を仲間と乗り越えて，感動や達成感を味わえ

る冒険活動にしよう」を合言葉に，様々な活動で「協力する・思いやりをもつ・楽しむ」ことを

しっかりしてくれたようです。３日間晴天に恵まれ，予定されていた活動がすべて実施できまし

たことは何よりです。友人と協力した今回の経験を，これからの学校生活に生かしてくれること

を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

快晴に恵まれた１１月２日（土）に，清原中学校地域協議会の皆様にご

指導をいただき，本校自慢の松５０本程度に「こも巻き」を行いました。

参加者は，生徒１８名（公募者＋男子バレーボール部員），地域協議会員・

ＰＴＡ環境部員・教職員３０名の総勢４８名で，昨年度の約３倍の協力を

得ることができました。始めは縄の縛り方に苦戦しましたが，すぐにコツ

をつかみ，「経験のないことをする」楽しさを味わいながら，約１時間程度

で作業を終了しました。ご来校の際は，こもを巻いた松をご覧ください。 

ちなみに「こも巻き」は，江戸時代から大名庭園で行われてきたとされ

る害虫駆除法で，松毛虫（マツカレハという蛾の幼虫）を除去する方法の

一つです。春にはどんな虫が入っているでしょうか。 

 

 

 

各種県大会の３位以上の結果は以下の通りです。これまでの先輩たちと同様に，日頃の努力が

実り，すばらしい活躍をしています。 

・陸上競技部：共通男子四種競技 ３位 磯島有椰人  

・男子バレーボール部：３位 

・男子ソフトテニス部：個人 優勝 齋藤 拓磨・髙梨 隼 組 

・弓 道 部：男子団体 ３位 

・柔 道 部：女子団体 準優勝  女子個人 優勝 増渕さくら 

・男子バドミントン部：ダブルス ３位 戸田凛太郎・雫 颯太 組 

・吹 奏 楽 部：県学校音楽祭中央祭 中学校 合奏の部 金賞 

 

 

◎市Ｐ連バレーボール大会で，本校は準決勝に進出，優勝の予感あり！ 

・１０月２７日（日）に，河内中，泉が丘中，若松原中にそれぞれストレートで勝利しました。 

・１１月３０日（土）に，河内体育館で準決勝・決勝を行いますので，ぜひ応援に来てください。 

◎暗くなるのが早く，交通事故の危険性が高い。願う！交通事故「０（ゼロ）」 

・交通ルールやマナーを守って，交通事故のリスクを減らす。 

・歩道や自転車通行帯を一列で通るなど，自動車が接触してしまう危険性を減らす。 

・自転車は必ず点灯し，反射ベストの確実な着用で自分の居場所を車に知らせる。 

・危険な場所を再確認し，一時停止や左右確認の励行で，不注意な自動車等との事故が起こらな

いようにする。（自分がルール的に正しくてもけが等の可能性が高いのは，歩行者や自転車で

す。） 

1 年冒険活動教室 

毎年恒例，地域協議会主催：松の木への「こも巻き」！ 

県大会等の主な結果 

お知らせやお願い 

 


